
面
に
は
判
読
不
能
の
焼
印
が
ニ
カ
所
に
施
さ
れ
、
こ
の
札
の
使
用
者
名
が
記
さ

れ
る
。
ｕ
は
曲
物
の
底
板
で
あ
る
。
側
面
三
カ
所
に
倒
板
を
留
め
て
い
た
木
釘

が
残
存
す
る
。
墨
書
は
山
物
ご
と
販
売
し
て
い
た
商
品
の
店
名
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
⑬
は
荷
札
と
み
ら
れ
、
上
方
に
穿
孔
が
認
め
ら
れ
る
。
表
面
に
日
付
と

本
遺
跡
地
で
あ
る

「万
町
」
の
焼
印
が
施
さ
れ
る
。
一暴
面
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、

「宿
」
の
字
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
荷
の
届
け
先
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
左
側
面
に
も
墨
書
が
み
ら
れ
る
特
異
な
札
で
あ
る
。
⑬
は
、

右
辺
の
一
部
以
外
周
囲
を
欠
損
す
る
が
、
荷
札
と
み
ら
れ
る
。
片
面
に
名
字
と

み
ら
れ
る
人
名
が
墨
書
さ
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
中
央
区
教
育
委
員
会
の
清
水
聡
氏
の
ご
教
示

を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

日
本
橋

一
丁
目
遺
跡
調
査
会

『日
本
橋

一
丁
目
遺
跡
』
０
一〇
Ｑ
二
年
）

仲
光
克
顕

「江
戸
、
日
本
橋
に
お
け
る
町
屋
の
様
相
」
（坂
詰
秀

一
先
生
古
希

記
念
論
文
集

『考
古
学
の
諸
相
』
Ⅱ
、
二
〇
〇
六
年
）

（仲
光
克
顕

〈中
央
区
教
育
委
員
会
》

丞
Ｔ

日
本
橋
二
丁
目
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
■
）
一
一
月
～
二
〇
〇
〇
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
日
本
橋
二
丁
目
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
仲
光
克
顕

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
市
跡

（町
屋
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

。
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

日
本
橋
二
丁
目
遺
跡
は
、
日
本
橋
か
ら
約
二
五
〇
ｍ
南
に
位
置
し
、
約

一
〇

〇
ｍ
西
に
は
中
央
通
り

（旧
日
本
橋
通
り
）
が
南
北
に
展
開
す
る
。
当
該
地
は
、

天
正

一
人
年

（
一
五
九
〇
）
の

徳
川
家
康
入
府
後
に
形
成
さ
れ

た
入
堀
の
一
角
に
あ
た
る
。
寛

永

一
五
年

（
三
全
天
）
に
は

幕
府
奥
医
師
久
志
本
氏
が
拝
領

し
て
い
る
た
め
、
少
な
く
と
も

こ
の
頃
に
は
埋
め
立
て
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
久
志
本
家

拝
領
後
、
程
な
く
町
人
に
貸
地
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さ
れ
、
通
二
丁
目
新
道
の
町
屋
と
し
て
幕
末
に
至

っ
た
。
調
査
面
積
は
約
八
〇

〇
ポ
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
確
認
さ
れ
た
生
活
面
は

一
〇
面
を
数
え
る
。
生
活
面
は
標
高

○

・
五
ｍ
か
ら
三
ｍ
ま
で
堆
積
し
て
お
り
、
入
堀
の
埋
め
立
て
後
に
か
さ
上
げ

が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
第

一
面
か
ら
第

一
〇
面
及
び
入
堀
を
含

め
て
三
〇
八
基
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
主
な
遺
構
は
、
下
水
木
樋
や
こ
れ
に

直
角
に
繋
が
る
下
水
枝
樋
、
穴
蔵
、
電
、
礎
石
建
物
、
胞
衣
埋
納
遺
構
な
ど
で

あ
る
。
調
査
地
は
、
近
代
の
地
図
資
料
な
ど
か
ら
、
下
水
木
樋
に
よ
り
区
画
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
追
跡
が
低
地
に
立
地
す
る
こ
と
も
あ
り
、

陶
磁
器
、
瓦
類
の
ほ
か
に
、
多
量
の
漆
器
や
箸
も
出
土
し
た
。
本
遺
跡
は
、
大

き
く
入
堀
、
久
志
本
家
屋
敷
、
町
屋
と
年
代
を
追

っ
て
土
地
の
利
用
状
況
を
区

分
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
橋
の
大
通
り
裏
手
に
お
け
る
町
屋
の
土
地
利

用
の
状
況
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
。

木
簡
は
、
二
七
四
号
入
堀

企
一百
ё
、
第
九
面

（
三
ハ
五
七
年
の
明
暦
の
大
火
の

頃
）
の
遺
構
外

（
一
点
）、
第
八
面

（
一
七
世
紀
末
葉
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
頃
）
で
は

二
七
六
号
井
戸

全
一百
小▼

一
〓
一五
号
土
坑

全
一百
〔▼

遺
構
外

全
百
一
、
第

六

・
七
面

（
一
八
世
紀
前
葉
か
ら
一
七
五
〇
年
代
頃
）
の

一
人

一
号
穴
蔵

（一一百
一
、

第
六
面

（
一
七
五
〇
年
代
頃
）
で
は
二

一
三
号
土
坑

（一
百
一
・
一
九
三
号
土
坑

全

点
）
。
一
七
七
号
土
坑

（
一
占
一
・
三
ハ
九
号
井
戸

（
一
占
ё
、
第

一
面

（
一
人

三
〇
年
か
ら
一
人
六
〇
年
代
頃
）
で
は
二
号
穴
蔵

全
一百
じ
か
ら
出
土
し
た
。
こ

の
ほ
か
調
査
区

一
括
の
遺
構
外
出
土
の
三
点
を
加
え
、
総
計
は
二
六
点
に
の
ぼ

′
０
。二

七
四
号
入
堀
は
、
北
西
か
ら
南
東
に
延
び
る
極
め
て
大
規
模
な
入
堀
と
み

ら
れ
る
掘
り
込
み
で
、
確
認
で
き
た
規
模
は
東
西
四
〇
ｍ
南
北

一
〇

・
八
ｍ
、

最
大
深
さ
は
四

。
二
四
ｍ
に
及
ぶ
。
断
面
を
左
右
対
称
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、

入
堀
全
体
の
北
側
三
分
の
一
程
度
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
第

一
〇
面
以

降
の
生
活
面
は
、
す
べ
て
こ
の
入
堀
を
埋
め
立
て
た
跡
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
こ
の
入
堀
の
埋
め
立
て
は
、
入
堀
を
描
い
た
絵
図
の
残
る
寛
永

九
年

（
三
全
〓
し
か
ら
、
埋
め
立
て
地
を
幕
府
御
殿
医
の
久
志
本
式
部
が
拝

領
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
寛
永

一
五
年
ま
で
の
七
年
前
後
の
間
に
行
な
わ
れ
た

と
み
ら
れ
る
。

第
八
面
の
二
七
六
号
井
戸
は
、
木
樋
に
よ
り
上
水
が
供
給
さ
れ
て
い
た
上
水

井
戸
。
筒
状
の
井
戸
桶
二
段
か
ら
な
り
、
三
本
の
木
樋
が
接
続
す
る
。
開
口
部

の
直
径
は
○

・
七
四
～
○

・
七
六
ｍ
、
底
部
径
○

・
七
六
ｍ
、
深
さ
は
二

・
三

五
ｍ
を
測
る
。
三
二
五
号
土
坑
は
、
東
西
二

。
九
二
ｍ
南
北

一
・
六
六
ｍ
深
さ

〇

・
六
二
ｍ
の
不
整
形
の
土
坑
。
黒
色
粘
質
土
を
主
体
と
し
、
多
数
の
木
片
を

含
む
。

第
六

・
七
面
の
一
人

一
号
穴
蔵
は
、
東
西

一
・
人

一
ｍ
南
北
二

。
一
六
ｍ
深

さ

一
・
三
五
ｍ
を
測
る
。
第
六
面
の
二

一
三
号
土
抗
は
、
東
西

一
・
七
〇
ｍ
南

北

一
・
五
二
ｍ
深
さ
○

・
七
七
ｍ
で
、
多
量
の
木
製
品
を
含
む
。　
一
九
三
号
土

坑
は
、
東
西

一
・
八
〇
ｍ
南
北
○

・
九
～

一
・
二
ｍ
深
さ
○

。
一
三
ｍ
を
測
る
。

一
七
七
号
土
坑
は
、
東
西

一
・
四
〇
ｍ
南
北
二

。
四
〇
ｍ
深
さ
○

。
九

一
ｍ
の



2005年 出上の木簡

隅
丸
長
方
形
の
土
坑
。
ゴ
ミ
穴
で
あ
ろ
う
。　
三
ハ
九
号
井
戸
は
、
筒
状
の
二
段

の
井
戸
棉
を
も
つ
井
戸
。
開
日
部
の
直
径
は

一
・
四
四
ｍ
底
部
径

一
・
二
人
ｍ

深
さ

一
・
二
〇
ｍ
を
測
る
。
上
水
木
樋
が
接
続
し
て
い
た
痕
跡
は
な
く
、
溜
井

一戸
で
あ
ろ
つゝ
。

第

一
面
の
二
号
穴
蔵
は
、
東
西

一
・
七
四
～

一
・
七
八
ｍ
南
北

一
・
七
四
～

一
・
七
六
ｍ
の
ほ
ぼ
正
方
形
を
呈
し
、
深
さ
は
〇

・
九

ｍ
を
測
る
。
南
西
側
の

底
面
に
は
直
径
Ｏ

・
五
ｍ
深
さ
○

・
六
ｍ
ほ
ど
の
埋
桶
が
検
出
さ
れ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

調
査
区
遺
構
外
一
括

ω

　

「
大

梅

二

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
ヽ
喫

Ｇ

Ｘ

∞

ｏ
露

②
　
　
「□
剛
剛
剛
縮
薩
□
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ『ｏ
×
∞『×
伽　
ｏＦ

〔五
大
力
ヵ
〕

⑤

　

「清
原
御
石
」
（他
ニ
モ
墨
痕
ア
リ
）
　
　
　
　
　
　
甫
∞反
桐
『
ｏ３

三
七
四
号
入
堀

い
　
　
　
　
い

□
□
印
南
□□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戯
（∞いヽ
／
綱
∞
ｏ常

〔長
力
〕

⑤

　

「若
彦
左
様
□
　
本
田
回
右
衛
門

□
□

０
　
。「中
相
二
□
□
□

。
「
ｏ
□
□

ｏ
山
□
半
□

第
九
面
遺
構
外

０
　
。
「
ｏ
久
志
本
内
　
」

。
「
ｏ
中
村
長
兵
衛
」

第
八
面
遺
構
外

①

　

「
横
倉
石
仲
様

⑨

　

「
ｓ
□
ド
ロ
」

」
　
　
　
　
　
　
　
滓伽『
×
（∞∞）×
∞
　
ｏ∞μ

（
Ｐ
『
］
）
×

ω
Ｏ
×

ヽ
　

ｏ
Ｐ
ｏ

Ｆ
Φ
『
×

ヽ
ヽ

×

『
　

ｏ
μ
滓

□
□
□
口
□
□
□
秋
田
次
左
衛
門
」
】
授
Ｒ
苫

ｏエ

ト
∞
×
い
い
×
Ｐ
ド
　
ｏ
洋
牌

第
八
面
二
七
六
号
井
戸

⑩

　

口
弥
三
郎
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐｏ］受
奮
Ｘ
ト

⑪

　

「□

　

□
□
身

ハ
ロ
ん
ふ
く
の
物
な
れ
は

□
□
□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
」
］∞受
Ｏ
Ｘ
∞
〇
∞
〕



②
　

　

　

位

(6)

(12)

(7)

□
(9)

(10)    (17)

∽

周
周
脚
側

図
岡
周
剛

22)(

ガザ
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⑫
　
。
「
＜
久
志
本
式
部
少
輔
内
半
□
　
」

。
「
＜
　
差
御
公
用
之
内
十
貫
日
入
」

第
八
面
二
二
五
号
土
坑

⑬

　

「納
豆□

⑭

　

「激
却
田
□
】一一　
」

⑮
　
。
「
（目
印
×
伊
藝
色
屋
一詈
丘
注
仰
様

一同評
弁
（
工
門
巳

。
「
　
　
　
　
　
　
　
　
鮮

□
淀

　
　
　
」

第
六
・
七
画
一
八
一
号
穴
蔵

⑭
　
。
「

（焼
印
）

り
落

『市
村
座
』
き

」

。
「　
　
り
落き
　
　
」

口
　
。
「国
市
村
座
回
　
弥
三
郎
」

。
「　
　
□
□
　
　
□
□
□
」

∽
　
。
「上
国
□
□
□
□
□
□
」

名

□
□
□
味
□

□
□
□
　
　
　
　
　
」

第
六
面
二
一
三
号
土
坑

「□
棚
ラ
酬
肇糀ド

導

の

　

「法
口
回
ひ

第
六
面

一
九
三
号
土
坑

鉛

醐

騨

鮮

」

第
六
面

一
七
七
号
土
坑

り
　
。
「乙
享
保
十
年

ｏ
御
門
札

卯
九
月

荷
物
　
　
」

。
「　
平
松
町委

］
Ｐ
ｏ
×

∞
Φ
×

『
　

⇔
∞
］

蔵
ｒ
伽
Φ
×
輸
ｓ

　
ｏ
ω
Ｐ

（
∞
］
）
×
ω
∞
×
］

ｏ
∞
Ｐ

〕
∞
い
×

い
『
×

伽
　

ｏ
μ
牌

μ
∞
Ｎ
×

６
Φ
×

⇔

　

ｏ
Ｐ
ｒ

Ｐ
∞
∞
×

］
ｏ
×

卜

　

ｏ
Ｐ
Ｐ

（
∞
『
ω
）
×
ω
∞
×
ヽ
　
ｏ
Ｐ
ｏ

卜
Φ
×

『
Ｐ
×

Ｐ
ｏ
　

ｏ
Ｐ
ド

聯
八
Ｐ
卜
『
）
×

厘
５

　

ｏ
ｏ
μ

戯
謡
ω
×
揃
『

ま
出

Ｐ
ｏ
⇔
×

『
ω
×

∞
　

ｏ
岸
Ｐ



第
六
面

一
六
九
号
井
戸

第
一
面
二
号
穴
蔵

側

　

「
□
□
」

い
　
。
「
＜
ｏ
久
志
本
内
」

。
「
＜
ｏ
御
留
意
□
」

961

□占
□□「碑

薪
蜘
弟
輸
帥
剛
恢
醜
紛
衛
略酬
Ｔ一蝙弊

荷渡
剛朋＝
随卿期鯛宿迄

Ｌ
海
陸
安
全

ω
は
構
の
側
板
で
あ
る
。
樟
に
は
梅
が
容
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
は
荷
札
と
み
ら
れ
、
左
下
が
欠
損
す
る
。
０
は
曲
物
の
蓋
と
み
ら
れ
、
中
央

に
粗
い
穿
孔
が
認
め
ら
れ
る
。
「御
石
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
碁
石
容
れ
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
は
構
の
蓋
と
み
ら
れ
る
が
、
四
分
の
一
程
度
の
残

存
で
あ
る
。
①
は
荷
札
と
み
ら
れ
、
左
側
が
全
体
に
欠
損
す
る
。
右
側
に
は
穿

耐
令
『
じ
×
莉
］
ｏ
　
ｏ
２

Ｐ
ω
ｏ
×

∞
卜

×

い

　

ｏ
⇔
牌

］
ｏ
卜
×

卜
岸
×

岸
Ｐ
　

ｏ
∞
］

］
ｏ
ω
×

釦
ｏ
×

伽
　

ｏ
Ｐ
〕

ｍ
　
十
嬌

　

九二
訂
■

“
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孔
が
三
カ
所
認
め
ら
れ
る
。
０
も
荷
札
と
み
ら
れ
、
上
部
に
ニ
カ
所
穿
孔
が
認

め
ら
れ
る
。
０
も
荷
札
で
あ
り
、
表
面
に

「久
志
本
内
」
と
当
該
地
の
拝
領
者

が
記
さ
れ
る
。
働
も
荷
札
で
あ
り
、
札
の
周
囲
に
入
力
所
穿
孔
が
認
め
ら
れ
る
。

判
読
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
町
名
と
み
ら
れ
る
も
の
及
び
荷
の
受
取
り
人
、
差

出
人
が
記
さ
れ
る
。
０
は
性
格
不
明
の
木
製
品
で
あ
る
。
文
字
に
は
な
ら
な
い

が
、
裏
面
に
も
絵
柄
が
墨
書
さ
れ
る
。
⑩
は
荷
札
と
み
ら
れ
る
が
、
左
側
の
一

部
が
遺
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
⑪
も
荷
札
と
み
ら
れ
る
が
、
左
側
が
大
き
く
欠

損
す
る
。
⑫
も
荷
札
で
あ
る
。
表
面
に
は
、
土
地
拝
領
者
及
び
受
取
人
名
が
記

さ
れ
、
一異
面
に
は
荷
の
数
量
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
①
は
納
豆
が
容
れ
ら
れ
て
い

た
曲
物
の
蓋
と
み
ら
れ
、
三
分
の
一
弱
が
欠
損
す
る
。
⑭
は
荷
札
の
可
能
性
が

あ
る
が
、
本
取
り
が
他
の
も
の
と
異
な
り
、
比
較
的
薄
い
た
め
、
判
然
と
し
な

い
。
ω
は
荷
札
で
あ
る
。
表
面
に
荷
の
送
り
主
の
屋
号

会
企

に

「七批
も

や
商

人
名
が
認
め
ら
れ
る
。
裏
面
の
名
は
荷
の
受
取
人
と
思
わ
れ
る
。
⑭
は
市
村
座

の
芝
居
入
場
券
で
、
切
落
し
と
い
う
大
衆
的
な
観
客
席
の
札
で
あ
る
。
丁
寧
に

角
の
面
取
が
施
さ
れ
、
表
面
に
は

「市
村
座
」
の
焼
印
及
び

「き
り
落
」
の
墨

書
が
、
裏
面
に
も

「き
り
落
」
の
墨
書
が
み
ら
れ
る
。
ω
は
上
端
の
一
部
を
欠

損
す
る
。
性
格
は
不
明
で
あ
る
が
、
⑩
で
あ
げ
た
市
村
座
に
関
連
す
る
も
の
で

あ
る
。
ω
は
比
較
的
大
型
の
荷
札
と
思
わ
れ
る
。
下
端
部
を
欠
損
す
る
。
⑬
は

荷
札
と
み
ら
れ
る
が
、
⑭
同
様
木
取
り
が
異
な
り
、
ま
た
側
面
の
ニ
カ
所
に
釘

孔
が
み
ら
れ
る
。
商
人
名
が
記
さ
れ
る
。
の
は
曲
物
の
底
板
で
あ
る
。
内
容
物

な
い
し
は
商
店
名
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
か

っ
た
。
例
は
檸
の
蓋
と
み
ら
れ
、
部
材
中
央
部
の
み
遺
存
す
る
。
町
名
が
認
め

ら
れ
る
。
②
は
表
面
に

「御
門
札
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
家
屋
敷
や
商
店
な

ど
に
出
入
り
す
る
た
め
の
許
可
証
と
思
わ
れ
る
。
表
面
の
日
付
は
有
効
期
間
の

可
能
性
が
あ
り
、
裏
面
に
は
店
名
と
商
人
の
名
前
、
焼
印
が
認
め
ら
れ
る
。
④

は
構
の
底
板
と
み
ら
れ
、
四
分
の
一
程
度
が
遺
存
す
る
。
例
は
切
り
匙
ま
た
は

蒲
鉾
板
と
み
ら
れ
る
。
い
は
荷
札
で
、
表
面
に
土
地
拝
領
者
で
あ
る

「久
志

本
」
の
名
が
み
ら
れ
る
。
∞
も
荷
札
で
あ
る
。
表
面
に
は
町
名
及
び
送
り
主
の

名
、
花
押
及
び
焼
印
が
認
め
ら
れ
、
加
え
て
受
取
人
と
荷
渡
し
の
期
日
な
ど
が

記
さ
れ
る
。
「和
泉
屋
甚
兵
衛
」
は
現
東
京
都
中
央
区
発
祥
の
逗
送
会
社

「日

本
通
運
」
の
前
身
に
あ
た
る
飛
脚
間
屋
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
中
央
区
教
育
委
員
会
の
清
水
聡
氏
の
ご
教
示

を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

日
本
橋
二
丁
目
遺
跡
調
査
会

『日
本
橋
二
丁
目
遺
跡
』
公
一〇
〇
一
年
）

仲
光
克
顕

「中
央
区
　
日
本
橋
二
丁
目
遺
跡
の
調
査
」
翁
江
戸
遺
跡
研
究
会
会

報
』
八
七
、
二
〇
〇
二
年
）

（仲
光
克
顕

〈中
央
区
教
育
委
員
会
》


